
鳥害を防ぐにはまず相手を知ろう
Knowing birds helps you reduce crop damage

鳥たちの感覚能力は、私たちヒトと大きく違うのでしょうか？
彼らの能力を知って、有効な対策に役立てましょう。
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鳥は地磁気で方位が
わかるって本当？

答え：本当です。伝書バトや長距離の渡りを
する小鳥などは、地磁気で飛ぶ方向を知るこ
とがわかっています。それなら、磁石を置くと
方向感覚が乱されるので寄ってこなくなるで
しょうか？
残念ながら、鳥は太陽や星でも方向を知る
ことができますし、日常の行動範囲を飛び回
るときは視覚に頼っています。

鳥は超音波が
聞こえる？

答え：聞こえません。ヒトに聞こえる音の周波数範囲は、
およそ20ヘルツから2万ヘルツですが、普通の鳥が聞こ
えるのは200ヘルツから8千ヘルツ程度なので、ヒトに聞
こえない音は鳥にも聞こえません。ただし、ハトやニワト
リは20ヘルツ以下の音も聞こえますが、これは超音波
ではなく超低周波といいます。

本能的に嫌がる音が
ある？

答え：タカに対する警戒の声は、本能的な声です。
けれども、録音した警戒声を何度も聞かせると、
本当にタカがいるわけではないというウソを見破
り、やがて慣れてしまいます。つまり、鳥が本能
的に避け続ける音はありません。
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磁石を取り付けた餌台と磁石のない餌台で、ヒヨドリ
が１時間あたりに食べる餌の量を比べましたが、磁石
のある餌台でも普通に餌を食べてしまいました。
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警戒声を放鳴した餌台のミカンは、7日目まではほと
んど食べられませんでしたが、その後は警戒声の有
無に関わらず食べられてしまいました。
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鳥は１日に
どのくらい餌
を食べる？

答え：スズメが5g、ヒヨドリが12g、キジバトが15g、カルガモが60gくらいです。小さい鳥のほう
が体温を奪われやすいので、体重当たりではたくさんの餌を食べます。
これらの値は穀物や配合飼料などの水分の少ない餌の重さなので、果物など水分の多い
餌では4～6倍の量になります。また、寒い時期には体温を保つために2～3割多く食べます。

答え：ハトやスズメなどの普通の鳥の
視力は、ヒトと比べて特に良くはありま
せん。遠くから獲物を見つけるタカの
仲間では、ヒトの3倍くらい視力が良い
ことがわかっています。
色覚や視野の広さは鳥のほうがすぐ
れています。ヒトには見えない紫外線
や偏光を見ることができ、餌をついば
みながら周りの警戒もできるような目
の構造をもっています。

おまけ：鳥は「鳥目」で夜は目が見えな
いと思われることがありますが、普通
の鳥でもヒトと同じくらいは見えていま
す。ただし、ヒトに比べて、急に暗くなっ
た時に目が慣れるのに時間がかかり
ます。

答え：渡り鳥は毎年春と秋に、長ければ数千
ｋｍもの移動をします。ハクチョウやツルだけ
でなく、ツバメなどの小型の渡り鳥でもそうで
す。ヒヨドリのような留鳥といわれる鳥でも、
なかには季節的に数百ｋｍも移動するもの
がいます。
いっぽう、日々の行動範囲は、なわばりを
作っている間はそのなわばり内となり、ヒヨド
リでは直径100ｍ、ハシボソガラスでは直径
数百ｍくらいです。巣のまわりの狭い範囲だ
けをなわばりとするハトや、営巣時期以外は
群れになる鳥では、毎日数ｋｍから20ｋｍくら
いの範囲で餌を探して動き回ります。

鳥はヒトより
目がいい？

鳥の移動距離は
どのくらい？
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